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はじめに 

 学校法人札幌学院大学（以下「本法人」という。）は、全ての構成員が、安心、安全に学

び、就業できる環境の確保を最優先し、人権を尊重した大学運営に努めています。近年、教

職員に対する不当な要求や暴言など、いわゆるカスタマーハラスメントが社会的な問題と

なっており、教職員の心身の健康や就業環境のみならず、教育・研究活動にも深刻な影響を

及ぼすことが懸念されています。 

本法人は、教職員の心身の健康と良好な就業環境を確保するとともに、教育・研究活動を

円滑に行うため、「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を策定しました。 

 

１．本法人におけるカスタマーハラスメントの定義 

  本法人や教職員に関する言動において、社会通念上許容される範囲を超えたものによ

り、教職員の就業環境が害されるものをいいます。 

  なお、正当なご意見、ご要望等については、カスタマーハラスメントには該当せず、本

法人はこれらを真摯に受け止めます。 

 

２．本法人におけるカスタマーハラスメントに該当する行為の例 

・暴力、暴言、威嚇、脅迫その他人格を否定する言動 

・差別的又は侮辱的な言動 

・長時間にわたる拘束、居座り、電話等の継続 

・繰り返し又は執拗な要求 

・合理的理由のない謝罪要求 

・教職員個人への攻撃、処分等の要求 

・SNS 等を利用した誹謗中傷、個人情報の公開等 

・その他、社会通念上許容される範囲を超えたものにより、教職員の就業環境を害する 

行為 

  

３．本法人におけるカスタマーハラスメントへの対応 

  本法人がカスタマーハラスメントに該当すると判断した場合には、教職員を守るた

め、組織として毅然とした対応を行います。特に悪質と判断した場合には、警察、弁護

士等と連携し、法的措置も含め厳正に対処します。また、本法人は、カスタマーハラス

メントを受けた教職員が一人で抱え込むことのないよう、相談・報告体制を整備し、組

織として対応します。発生したカスタマーハラスメントの事案については、原因を究明

するとともに、必要に応じて再発防止策を講じます。 


